
                                       
           

 

 

 

 
「第４回飛騨・美濃じまんミーティング～じまんの原石発表式～」を 

開催します 
 

県では、世界文化遺産の白川郷、ミシュランの三つ星に輝いた飛騨高山、清流長良川

鵜飼などの全国的な観光地に加え、全国に誇れる新たな地域資源（じまん）を県民全

体で見つけだし、創りだし、県内外の皆さんに知ってもらい、岐阜県へお越しいただ

くための取組「飛騨・美濃じまん運動～岐阜の宝もの認定プロジェクト～」を進めて

います。 

このたび、今後の当県観光の振興につながる新たな“じまん”を「じまんの原石」

として選定し、発表する「第４回飛騨・美濃じまんミーティング～じまんの原石発表

式～」を下記のとおり開催します。 

今回の発表式では、過去２回の募集に寄せられた多数の“じまん”のうち、その後

の取組により魅力が向上した１１件と、新たに「飛騨・美濃じまん地域会議」によっ

て掘りおこされた８件の計１９件の“じまん”について、地域の代表者によるプレゼ

ンテーションが行われ、「岐阜の宝もの」認定委員会による審査を経て、平成２２年

度「じまんの原石」を選定し、発表するものです。 

新たに選定する「じまんの原石」については、これまでに認定された「明日
あ す

の宝も

の（６件）」「じまんの原石（３４件）」と共に、平成２３年度に認定予定の「岐阜

の宝もの」の候補となります。 

県としては、地域が主体となって進める“じまん”の魅力向上の取組に対し、これ

まで同様、人的・財政的な側面から積極的に支援して参ります。 

 

記 

 
１ 第４回飛騨・美濃じまんミーティングの開催概要 
 （１）日  時 平成２３年２月１９日（土） 午後１時から４時３０分まで 
 （２）場  所 岐阜市学園町３丁目４２ 

県民文化ホール未来会館 ６階 レセプションホール 
 （３）内  容  

時 間 内  容 

13:00～ 

13:10～ 

 

 

14:20～ 

14:35～ 

 

15:40～ 

 

16:20～16:30 

①主催者挨拶 

②「じまんの原石」プレゼンテーション１ 

◆じまんの原石選定のためのプレゼンテーションと質疑応答を実施 

  （５分×５件＋１０分）×２グループ 

③（休憩）上海万博ＰＲ映像上映・展示ＰＲ 

④「じまんの原石」プレゼンテーション２ 

  （５分×５件＋１０分）×１グループ、（５分×４件＋８分）×１グループ 

⑤「じまんの原石」選定審査（別室） 

◆ホール内では東濃地歌舞伎上演、じまんの食材試食等を実施 

⑥平成２２年度「じまんの原石」発表 

インターネットでの情報提供 

提供予定日   １月２０日（木） 

平成２３年１月１９日（水） 県政記者クラブ配布資料 

担    当    課 担  当 電  話  番  号 

観光・ブランド振興課 
観光・ブランド戦略担当 

課長補佐 古田幹雄 

直通 058-272-8396 

内線 3077 



（４）参 加 費 無料 

（５）募集人員 定員２００名（先着順） 

（６）申込方法 ２月７日（月）までに FAX 又は電子ﾒｰﾙで県庁観光・ブランド振興課へ。 
          FAX：058-278-2674  電子ﾒｰﾙ：c11334@pref.gifu.lg.jp 

 

２ 平成２２年度「じまんの原石」候補（１９件） 
名 称 所在地 じまんの概要 

岐阜城パノラマ夜景 岐阜市 金華山と岐阜城は、岐阜市のシンボル。標高３２

９ｍの頂上から見える３６０度の美しい夜景を

見るために、県内外から多くの人が訪れます。 
羽島名物 れんこん

料理 
羽島市 県内生産量の６割を占める羽島のれんこんを、よ

り多くの人に知ってもらうために、市内の飲食店

が連携し趣向を凝らしたメニュー開発の取組を

進めています。 
美濃山県元気玉 山県市 農産物の生産としての取組だけでなく、新たな関

連商品の開発やブランド名「美濃山県元気玉」の

PR をとおして、地域の「にぎわい」の創出を図

っています。 
ふれあいバザール生

産物直販組合 
山県市 出荷者１４０名による地元ならではの品揃えが

あり、従業員の接客が魅力。暴風や大雨でも倒れ

ない「桑の木豆」を縁起の良い食べ物として PR
しています。 

名水わさび 大垣市 大垣の豊かな地下水を利用したわさび栽培で、曽

根城跡公園の菖蒲や、同じ大垣の地下水を使った

「水まんじゅう」「中山道赤坂宿」などのじまん

の原石との連携が期待できます。 
中山道・美濃路の追

分「垂井宿」 
垂井町 垂井宿は中山道と東海道を結ぶ重要な宿場であ

り、今なお営業している旅籠屋や一里塚等見処が

多く、観光ガイドやレンタサイクルなどの取組が

行われています。 
池田山 池田町 東海地域を代表する夜景の名所として有名な池

田山を、山麓一帯のほかの観光資源といっしょに

売り出すことで、ブランド価値をより一層高めら

れます。 
長良川鉄道 郡上市、美濃市、

関市、富加町、美

濃加茂市 

沿線組織間で連携した自然体験、温泉巡り、収穫

体験といった観光交流を推進するための「ツー

ル」として、既存の観光資源を大きく生かす可能

性を持っています。 
飛騨美濃せせらぎ街

道 
高山市、郡上市 飛騨高山と郡上八幡を結ぶ重要な街道であり、街

道沿線の行政と住民が協働で取り組む保全活動

の結果、四季折々の色鮮やかに移り変わる感動的

な景観が楽しめます。 
虎渓山地区 多治見市 700 年余の歴史を誇る禅宗の修行寺「虎渓山永保

寺」と、対照的な西洋の宗教施設「多治見修道院」

を中心に、地元市民の手による観光振興の取組み

が進められています。 
清流付知峡で自然浴 中津川市 「森林浴の森 100 選」や「岐阜県名水 50 選」「飛

騨・美濃紅葉 33 選」にも選ばれた自然豊かな清

流で、キャンプ、釣り、川遊び、ウオーキングな

どの自然体験メニューを複合的に発信すること

ができます。 



名 称 所在地 じまんの概要 
バサラ踊り 瑞浪市 踊り子と観客が一体となり老若男女誰でも気楽

に楽しめる踊りであり、年末に開催されているバ

サラカーニバルでは、全国各地から 6 千人以上が

集まります。 

マコモタケ 瑞浪市 全国的には一般家庭に出回っていないマコモタ

ケを気軽に家庭で食べられるように、地元の学生

が地域活動の一環として様々な普及活動を展開

しています。 
桜堂薬師 瑞浪市 “ふるさとのじまん”として、長い間、地域の人

の手で大切に守り続けてきたことにより、平成２

４年には開基１２００年を迎えることになる由

緒ある古刹です。 
笠置山クライミング

エリア 
恵那市 クライマーや地元関係者の協働により、クライミ

ングの新たなメッカとして、地域全体で整備が進

められており、新たな観光資源として大きな可能

性を有しています。 
串原の布ぞうり 恵那市 毎年開催される布ぞうりコンテストに集まる多

くの応募作品の売上金で、希少な恵那市の花「さ

さゆり」の増産に取り組むなど、布ぞうりをとお

して、地域活性化と全国へ情報を発信していま

す。 
明智鉄道 恵那市、中津川市 中央本線恵那駅と明智駅の間 25.1km を結ぶ第３

セクター鉄道で、恵那市、中津川市の複数の観光

資源を結ぶ軸として、広域的な観光振興に繋がる

可能性を秘めています。  
秋葉様めぐり 高山市 高山市の代表的な観光資源「古い町並」において、

地域の人々の生活に密着した信仰文化を感じな

がら散策することで、今までとは異なる新たな飛

騨高山の良さを発見することができます。 
太郎之助みち 高山市 明治時代に上牧太郎之助氏が開設した登山道の

復興を目指した取組が地元の有志達の手で進め

られており、地域内外からも参加者を募って観光

振興を図っています。 
 
３ 「岐阜の宝もの」認定委員会 

 （会 長）須田
す だ

 寛
ひろし

  飛騨・美濃の観光を考える委員会会長／東海旅客鉄道(株)相談役 

 （副会長）尾関
お ぜ き

尚司
しょうじ

  (社)岐阜県観光連盟会長／濃飛倉庫運輸(株)代表取締役会長 

 （専門委員・主な専門分野） 

         信
のぶ

田
た

哲
てつ

彦
ひこ

  (株)ナレッジデザイン代表取締役 （マーケティング、情報通信） 

          甲賀
こ う が

雅章
まさあき

  (株)シーアイセンター代表取締役 （デザイン、まちづくり） 

           平野
ひ ら の

宏司
こ う じ

  (学)平野学園教育企画ディレクター（デザイン、ふるさと教育） 

      工藤
く ど う

高子
た か こ

  飛騨・美濃じまんメディア戦略検討委員会委員長 

／(株)ティーケイワークス代表取締役 

田川
た が わ

公子
き み こ

  飛騨・美濃すぐれもの認定審査会審査員／フリーエディター 

古田
ふ る た

菜穂子
な ほ こ

  岐阜県観光交流推進局長 



４ 平成２２年度「じまんの原石」選定の流れ 

①平成２２年９月１７日～１１月１７日 

 ・５圏域に設置した「飛騨・美濃じまん地域会議」において、県内外から応募があっ

た“じまん”を基に「じまんの原石」候補を１９件推薦 

  ＜参考＞ 

・第１回（平成 19 年度）応募：1,240 件、第２回（平成 20 年度）応募：571 件 

・１９件の推薦候補のうち１１件が県内外からの応募。うち８件は地域会議にお

いて新たに掘りおこされた“じまん” 

 

②平成２２年１２月 

 ・「岐阜の宝もの」認定委員会認定専門委員による書類審査により、１９件すべての

現地調査、プレゼンテーション審査実施を決定 

 

③平成２３年１月～２月 

 ・「岐阜の宝もの」認定委員会認定専門委員による現地調査 

 

  ＜第４回飛騨・美濃じまんミーティング＞ 

④平成２３年２月１９日 

 ・地域代表によるプレゼンテーション 

 ・「岐阜の宝もの」認定委員会による審査 

 ・平成２２年度「じまんの原石」の発表 

 

５ 岐阜の宝もの（じまんの原石）認定基準 

 ① 今までにない新しいタイプの観光資源としての魅力があるか。 

 ② 長期間にわたり魅力を発することができる永続性を有し、岐阜県ならではのオリジ

ナリティーがあるか。 

 ③ リピーター確保につながる「もっと知りたい、もっと感動したい」と思わせる内容

であり、優位性があるか。 

 ④ 他の観光資源との連携の可能性があるか。 

 ⑤ 現地スタッフや関係者による継続的な受入体制やヤル気があるか。 

 ⑥ 交通アクセスが確保されているか。 



６ 「じまんの原石」一覧 

【平成２０年３月選定】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
【平成２１年８月選定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★明日の宝もの  ★★岐阜の宝もの 

 

【岐阜圏域】  
●川原町界隈（岐阜公園周辺地域） ★ 
●美濃竹鼻まつり・ふじまつり  
●各務原キムチでまちおこし  
●伊自良連柿・富有柿・おふくろ柿  
●木曽川凧揚げ大会と木曽川エリア  
【西濃圏域】  
●べーめん  
●谷汲門前町  
●中山道赤坂宿★／木枡  
●「おちょぼさん」門前町  
●徳山ダム  
●薬草  
【中濃圏域】 
●八百津のおやつ ★ 
●郡上鮎 ★ 
●食品サンプル  
 

●神と仏の里いとしろ  
●美濃白川四季彩街道  ★ 
【東濃圏域】  
●美濃焼と日本酒の融合「美濃陶酔」  
●土岐市の窯元めぐり  
●中津川の栗きんとん  
●馬籠宿 中山道 ★ 
●岩村城跡と岩村城下町／ 
   温故知新 大正百年の誘い  
【飛騨圏域】 
●ふるさと体験飛騨高山  
●棚田と板倉の風景と山里文化  
●三湿原回廊 ★ 

（天生湿原、池ヶ原湿原、深洞湿原）  
●鶏ちゃん 
●小坂の滝めぐり ★★ 
●龍の瞳 
  

【岐阜圏域】  
●羽島市歴史民俗資料館・羽島市映画資料館 
●中山道４宿（鵜沼宿、加納宿、河渡宿、美江寺宿）  
【西濃圏域】  
●大垣の湧水、地下水 
●水まんじゅう（各和菓子店の店先で販売している 

風情ある情景） 
●水屋群などの風景と輪中文化 
●住吉燈台・船町港・赤坂港（川港） 
●養老鉄道 
【中濃圏域】 
●中山道と太田宿・伏見宿・御嶽宿 

●フィールドミュージアムで魅力あるまちへ 
●まちの名物つるむらさきうどん 
【東濃圏域】  
●笠原のタイル 
●美濃焼窯場めぐり 
●山岡細寒天／恵那山麓 寒天豚 
●東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋 ★★ 
【飛騨圏域】 
●東山寺町と文化財めぐり 
●乗鞍山麓五色ヶ原の森 ★★ 
●天生県立自然公園 ★ 


